
 
国 語 科 学 習 指 導 案 授業者 黒田 裕太朗  １ 日 時   平成 23 年 11 月 25 日（金） ２校時  ２ 場 所   人文ワークルーム  ３ 学 年   第１学年Ｂ組（生徒数 36 名）  ４ 単元名   広告カードをつくろう「少年の日の思い出」（光村図書）  ５ 単元について （１）単元観  本単元は，主として中学校学習指導要領（平成 20 年）第１学年「Ｃ 読むこと」の次の内容を受けて設定されている。     本単元で付けたい力は，時間的，空間的な場面展開や，登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読み，内容を深く理解することができる力である。  本教材「少年の日の思い出」は，自分の幼年時代を思い出す「客」（回想の場面では「僕」と表される。）の様子と，「僕」（現在の場面では「客」と表されている。）の幼年時代の様子を描いたものである。  本教材は，１行の空白を境に，現在の場面と回想の場面に分かれる。現在の場面には，「わたし」と「客」が登場する。ここでは，「わたし」の視点からちょう集めについての「わたし」と「客」のやり取りが描かれている。回想の場面には，主に「僕」と「エーミール」（近所の先生の息子）が登場する。ここでは，「僕」の視点から「僕」の幼年時代の様子が描かれている。 現在の場面では，例えば，ちょう集めの思い出に対する「客」の気持ちが，回想の場面では，例えば，幼年時代の「僕」がちょう集めに夢中になっている様子や，クジャクヤママユを見たいという気持ちが募っていく様子が，巧みな場面展開や登場人物などの描写によって表されている。以上のことから，本教材は，本単元で付けたい力を高めることに適していると考える。   （２）生徒観  本学級の生徒は，これまで，場面展開や文章中の登場人物の描写などを根拠として登場人物の気持ちを読み取る学習を繰り返し行ってきた。このような指導により，本学級の生徒の「時間的，空間的な場面展開や，登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読み，内容を深く理解することができる」力がどの程度付いているかを把握するため，レディネステストを実施した。 （レディネステスト 対象生徒数 34 名） 

「Ｃ 読むこと」  （１）ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立て  ること。  



解答類型 生徒の割合 正 答 場面の展開や文章中の登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読み，内容についての深い理解ができている。 50.0％ 誤答１ 場面の展開や文章中の登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読んでいるが，内容についての深い理解ができていない。 26.4％ 誤答２ 場面の展開や文章中の登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読んでいないし，内容についての深い理解もできていない。 23.5％   内容についての深い理解ができていたのは，５割の生徒であった。したがって，本単元で付けたい力である「時間的，空間的な場面展開や，登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読み，内容を深く理解することができる」力が十分付いているとはいえない。 生徒の解答を分析してみると，登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読むことについては，８割近くの生徒ができていた。このことから，それを深い理解につなげるための指導方法を工夫する必要がある。また，登場人物の心情や行動，情景描写などに着目することが難しい生徒に対しては，それらに着目することができるような個別の支援も必要である。   （３）指導観 本教材で「付けたい力」は，「時間的，空間的な場面展開や，登場人物の心情や行動，情景描写などに注意して読み，内容を深く理解することができる力」である。しかし，生徒の実態としては，登場人物の心情や作品を通して作者が伝えたいことをとらえにくいという課題がある。その要因は，着目した描写を深い理解につなげることが十分でないこと，さらに，生徒自身の体験や読書経験などを踏まえて，文章の内容を解釈することが十分でないことにあると考える。 指導に当たっては，生徒が個人で考える際，登場人物の描写などを基に心情について考えることができるよう，学習の手引きを用意したり，登場人物の描写を基に個人で考えた登場人物の心情についての理解を深めるため，小グループで交流，検討したりする活動を取り入れていきたい。 単元を通して「小学校５，６年生に向けて，『少年の日の思い出』の広告カードをつくる」という言語活動を設定し，導入の段階でこれを読む目的として提示する。具体的には，広告カードに作品のテーマとあらすじを入れることを示すことで，生徒にとって教材「少年の日の思い出」を読む目的が明確になると考える。          



６ 単元・内容の関連   小学校第６学年        中学校第１学年         中学校第２学年                             ７ 単元の目標 ○内容の理解に役立つ登場人物などの描写を見つけようとする。 （国語への関心・意欲・態度） ○文脈上の語句の意味を的確にとらえ，理解することができる。 （Ｃ読むこと（１）ア） ○場面展開や登場人物などの描写から，登場人物の心情を読み取ることができる。 （Ｃ読むこと（１）ウ） ○比喩などの表現の技法について理解することができる。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（１）イ（オ））      

にじの見える橋  心情を表す表現や  人物の行動から，  気持ちの変化を読  み取る。  麦わら帽子  言葉の使い分けに  着目して，人物の心情の変化をとらえる。  大人になれなかった弟たちに……  時代や状況の中で  揺れる登場人物の心情や作者の思いを読み取る。  少年少年少年少年のののの日日日日のののの思思思思いいいい出出出出  課 題課 題課 題課 題 にににに 沿沿沿沿 っ てっ てっ てっ て 本本本本 をををを 読読読読みみみみ，，，，必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて引用引用引用引用しししし紹介紹介紹介紹介することすることすることすること。。。。      構成に注意して読  み，登場人物の心情の移り変わりをとらえる。  

カレーライス    登場人物の心情を叙述に即して読み取る。  やまなし    作品に書かれた情  景を想像しながら  読む。  海の命  作品作品作品作品をををを読読読読んでんでんでんで，，，，推薦推薦推薦推薦    のののの文文文文をををを書書書書くくくく。。。。     登場人物の生き方や考え方を言動から読み取る。  

雨の日と青い鳥  情 景 描 写 に 着 目し，気持ちの通い合いをとらえる。  盆土産  登場人物の人柄や思いを読み取り，作品の暖かさを味わう。  字のないはがき  筆者の語り方から父親への思いを読み取る。  走れメロス  詩 歌詩 歌詩 歌詩 歌 やややや 物 語物 語物 語物 語 な ど をな ど をな ど をな ど を 読読読読みみみみ，，，，内容内容内容内容やややや表現表現表現表現のののの仕方仕方仕方仕方についてについてについてについて自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを述述述述べることべることべることべること。。。。            登場人物の考え方や 生 き 方 に つ いて，自分の考えをもつ。  



８ 単元の評価規準 国語への   関心・意欲・態 度   読 む能力  言語に つ い て の  知識・理 解・技能  小学 校 ５ ，６年 生 に向け て ，『少 年 の 日 の 思 い 出』の 広 告 カ ー ド を つ く る  ・内 容 の 理 解 に 役 立 つ 登 場人 物 な ど の 描 写 を 見 つけ よ う と し て い る 。  ・文脈に即し て ，語句の 意味 を 適 切 に 理 解 し て いる 。  ・登 場 人 物 の 心 情 を ， 場 面の 展 開 や 登 場 人 物 な ど の描 写 を 根 拠 に し て 読 み 取っている。  
・比喩などの表現の技法の意味や用法を理解している。 

  ９ 単元指導計画（全８時間）  評価の観点  
評価の  方法  次

 

到達目標  （活動目標）  

時間
 

評価規準  
関意態

 

読

 

言語

 

 教材「少年の日の思い出」を通読し，学習の見通しをもつ。  

１
 

広告カードに必要な項目（作品を通して作者が伝えたかったこと，あらすじ）を知り，学習の計画を立てている。  

○

 

   

観察  ノート  出会う
 「客」の幼年時代の思い出の大体をつかむ。  

１
 

場面の展開や登場人物の描写から，「客」の幼年時代の思い出の内容をとらえている。  

○

 

   

観察  ノート  追究・表現する
 

幼年時代の「客」の内面的な変化をとらえる。  

４（本時２／４）

 

場面の展開や登場人物の描写から，幼年時代の「客」の様子について深く理解している。  比喩などの表現に気づき，どのようなことを表しているのか理解している。  

  

◎

  ○

 

観察  ノート  

生かす
 

作品を通して作者が伝えたかったこととあらすじを考えて広告カードを書き，発表し合う。  

２

 

 

作品を通して作者が伝えたかったことに即しながら，あらすじをまとめている。    

○

 

 

ワークシート  

 10 本時の目標  時間的な場面の展開，登場人物の心情や行動，情景描写などから，登場人物の心情を読み取ることができる。 



 11 準備物  登場人物の心情がわかる描写がある文章と，登場人物の心情が分かる描写を除いた文章を並べたプリント，登場人物の気持ちと根拠のまとめ方を記した手引き  12 本時の評価規準  時間的な場面の展開，登場人物の心情や行動，情景描写などから，「エーミール」の部屋に入ったあとの「僕」の心情を読み取っている。  13 学習の展開（本時４／８時間）   学習活動 主な発問と 予想される児童・生徒の反応 指導上の留意点（○）と評価及び評価方法（※） １前時の復習をする。      ２ 課 題 を知る 。  
○「 僕 」 は ど の く ら い ク ジ ャ ク ヤ  マ マ ユ が好きだっ た か 。  ・エ ー ミ ー ル が 持 っ て い る と い うだけ で興奮す る 。  ・熱烈に欲し い 。  ・何度 も挿絵を眺め る く ら い 。    エ ー ミ ー ル の部屋に入っ た あ と ，僕は ど ん な 気 持 ちだっ た か 。      

つかむ ５分 
 

  

○ク ジ ャ ク ヤ マ マ ユ  の絵を 見せる 。   ○前時 ま で のノー トを参考 に す る よ うに 指示す る 。  

考える １０分  
３音読する。    ４場面の展開をつかむ。   ５僕の気持ちを読 み取る。 

○今日 の 学 習 課 題 に つ い て 考 え な  が ら ，p.161L6～ p.163L10ま で を  音読 し よ う 。   ○僕 の 気 持 ち が大き く変化す る の  は ど こ か 。  ・僕 の良心 は 目覚め た 。   ○そ れぞれ の 場 面 で 読 み 取 れ る 僕  の 気 持 ち を ま と め て 書 こ う 。 そ  の と き ， 根 拠 と し た 描 写 を 書 こ  う 。  

○該当部分に線を引い て，場面を二つに区切 る。  ○気持ちと根拠のまと め方についての手引 きを配布する。  ○登場人物の心情や行 動の描写に着目する ことが難しい場合は， 教科書の文章と，登場 人物の心情が分かる 描写がない文章を並 べて提示し比較させ る。 比べる  二つの文章の描写を比べる。  



深める３０分 

６グループに分かれて，場 面ごとの 僕 の 気 持 ちを ま と め る 。  ◎グル ープごと に ，「 僕」の気持ちに つ い て ま と め よ う 。   ○「 僕」の気持ちに つ い て ま と め た  こ と を発表 し よ う 。他のグル ー  プの発表 を聞い て ， 自 分 のグル  ープと違う と こ ろ が あ れ ば ，ノ  ー ト にメモし よ う 。   《良心 が 目覚め る前》  ・ク ジ ャ ク ヤ マ マ ユ を 見 た い 気 持  ち がだんだん強く な っ て い る 。  根 拠 は ， 「せめ て 例 の ち ょ う を  見 た い 」 「残らず間 近 か ら 」  「紙き れ を と り の け た い 」 。   ・ク ジ ャ ク ヤ マ マ ユ を 見 た い 気 持  ち が欲し い 気 持 ち に変わ る 。 根  拠 は ， 「手に入れ た い と い う逆  ら い が た い欲望」 。   《良心 が 目覚め た後》  ・盗み を犯し た 自 分 に嫌悪感を抱  い て い る 。 根 拠 は ， 「 自 分 は盗  み を し た ，下劣な や つだ」 「大  そ れ た恥ずべき こ と を し た 」 。   ・盗み が 見 つ か ら な い か不安に な  っ て い る 。 根 拠 は ， 「 見 つ か り  は し な い か と い う恐ろ し い不  安」 「 本能的 に ，獲物 を隠し た  手を 上 着ポケット に突っ込ん  だ」 。   ・ク ジ ャ ク ヤ マ マ ユ を壊し た こ と  が何よ り も苦し い 。 根 拠 は ，  「 自 分 が つぶし て し ま っ た ，美  し い ，珍し い ち ょ う を 見 て い る  ほう が ， 僕 の 心 を苦し め た 」  「 す っ か り 元 どおり に す る こ と  が で き た ら ， 僕 は ， ど ん な 持 ち  物 で も ，楽し み で も ，喜ん で投  げ 出 し た ろ う 」 。  

○そ れぞれ 考 え た こと が ど の よ う に共通 し て い た り相違し た り し て い る のか な ど を明ら か にし な が ら ，「 僕」の気持ちに つ い て まと め る よ う 指示する 。   ○「 僕」の気持ちだけでなく，基にした描写や関連付けた知識等なども含めて発表するよう指示する。  
比べる  自 分 と他者 と の意見を比べる。  



まとめる ５分 

と ７本 時 の 学 習 を振り 返 る                ８ 次 時 の 課 題 を知る 。  

○「 僕 」 の 気 持 ち は ， 「 僕 」 の 心情 や 行 動 な ど の 描 写 を基に 考 える と 読 み 取 る こ と が で き た 。   ○良心 が 目覚め る前と ，良心 が 目覚め た後と の 僕 の 気 持 ち を比べて 書 こ う 。            ○終末部の 「 僕 」 の 気 持 ち を 読 み  取 ろ う 。  

    ※評価規準及び評価方法 時間的な場面の展開，登場人物の心情や行動，情景描写などから，「僕」の心情を読み取っている。          （ノート）  

                          

良 心 が 目 覚 め る 前 は ， ク ジ ャク ヤ マ マ ユ を 見 た い ， 欲 し い気 持 ち で い っ ぱ い だ っ た が ，良 心 が 目 覚 め た 後 は ， 盗 み を犯 し た 自 分 に 嫌 悪 感 を 抱 き ，何 よ り も ク ジ ャ ク ヤ マ マ ユ を壊し た こ と に苦し ん で い る 。  



少年の日の思い出
 

 ねらい
 

  エーミールの部屋に入ったあと，

 
僕はどんな気持ちだっただろうか。

 

                    まとめ

 

 クジャクヤママユを見たい，欲しい気持ちで

いっぱいだったが，良心が目覚めた後は，盗み

を犯した自分に嫌悪感を抱き，何よりもクジャ

クヤママユを壊したことに苦しんでいる。 

 

14 板書計画   生徒意見
 

僕の気持ち
 生徒意見

 

根拠
 

 頁
 

 行

 

僕の良心は目覚めた
 


